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皿．はじめに   

データベースからの重要属性の抽出はエキスパートシステムにおいて重要な事柄の1つである。重要属性の抽  

出において、よく用いられる指標として整合度と情報量（エントロピー）がある。整合度は矛盾していないデー  

タの割合を表し、情報量ではデータベースが与える情報量と集合を分類した場合の情報量の差を表す。この2  

つの指標では、重要属性の抽出に若干の適いが見られる。本研究では、．2つの指標の違いを検討する。また重  

要属性の選択方法についての考察も行う。  

2．決定表   

表1のようなデータの集まりを決定表と呼び、条件属性のとりうる値によって決定属性値が決まるものであ  

る。属牲1の値が0である決定属性値の割合は1：2、属性1の値が1である決定属性値の割合は3：1になってい  

る。また属性2の値が0である決定属性値の割合は2：2、属性2の値が1である決定属性値の割合は2：1となっ  

ている。割合から見ると、属性2の方が矛盾の度合いが高いことが分かる。この表1より属性1と属性2のど  

ちらが重要な属性であるか2つの指標を用いて検討をする。  

表1：重要属性を抽出する欽定表  

属牲1 属性2  決定属牲   

0  0   

2   0  0   

3   0  0   0   

4   1  0   0   

5   1  1   0   

6   1  1   0   

7   1  1   

3。整合度   

量要属性の抽出を行うために、データベースの整合度を考える。これは、どれだけ矛盾したデータが含まれ  

ているかの割合によって表される。この値は抽出した属性がどれだけ矛盾のない質の高い知識を含んでいるか  

の1つの指標となる。データベースの重合度は、  

∑た1Cαrd（旦弟）  

7月（x）＝   （1）  

Cαrd（Ⅳ）   

によって表される。データベースの整合度は、0から1までの値をとり、1に近づく程矛盾のないデータベース  

であると言える。表1における属牲1の整合度は、7月（ズ）＝0．00となる。また属性2の整合度も、7月（x）＝0．00  

となる。この結果より、属牲1、2ともに整合度は0．00になり、2つの属性の重要度に差はないという判断をす  

ることができる。  

4．情報量（エお匹mピー）   

重要属牲の抽出を行うためには、決定表が与える情報畳と抽出した条件属性が与える情報量の差を求める。情  

報畳の差が大きいほど、抽出した条件属牲が重要であることが分かる。  

如ep且：集合Cにおいて決定表が与える全情報塵を求める。  
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step2：抽出した属性Aによって集合を分類した場合に、決定表が与える情報量を求める。  

エ  

β（C，A）＝∑p（Ci）×叫C‘）  
i＝1  

step3‥抽出した属性Aに対し、分類によって得られる情報量を求める。  

〃（C）－β（C，A）  

（3）  

（4）  

表1における属性1の情報量は、0．128【叫となる。また属性2の情報量は、0・0叫叫となる。この結果より、  

属性1の方が重要な属性であることが分かる。整合度だけでは、判別できなかった微妙な重要性を情報量は判  

別できたということになる。  

5．重要属性の抽出   

重要属性の抽出には、3種類の方法がある。  

1）全ての条件属性の組合せを考える。   

2）不要な条件属性を減らす。   

3）必要な条件属性を増やす。   

確実に重要属性が抽出できるのは、全ての組合せを考えるときである。しかし条件属性数が多くなるにつれ、  

組合せの数も増えていくので処理時間が長くなってしまう。それに比べ、不要な条件属性を減らす方法や、必要  
な条件属性を増やす方法では、組合せの数が少ないため短時間で処理できる。例えば倒産予測問題（R．Slowinski  

efdJ．1995；条件属性12個）の場合に必要属性を4個に絞ると、全ての組合せは495通りあるが、上記2，3）の  

方法では、42通りしかない。とくに、3）の方法では、全ての条件属性の組合せを考えた場合と全く同じ結果が  

得られている。  

表2：全ての条件属性の組合せ  

総合情報量  使用条件属性   

1．485731  

1．485731  

1．485731  

1．485731  

1．485731  

1．485731  

1．485731  

1．485731  

1．485731  

1．485731  

1 3 7  9  

1 3 7 11  

1 3 7 12  

1 7 8  9  

1 7 8 11  

2 3 6  7  

3 6 7  8  

3 6 7  9  

3 6 7 12  

6 7 8 11  

表3：不要な条件属性を減らす  

使用条件属性  総合情報量   

7 6 9 2   0．846154   

表4：必要な条件属性を増やす  

使用条件属性  総合情報量   

7 8 111   1．485731   

6．終わりに   

組合せの数を減らしても、以前と変わりなく重要属性を抽出することができた。また斜面崩壊予測問題（デー  
タ数：53369、条件属性‥22）に関しても同じように重要属性が抽出できている。今後は、どのデータベースにも  

適応できるものか確認する必要がある。  
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